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対
馬
市
の
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
計
画�

�

対馬市CATVイメージ図�

　
対
馬
市
で
は
、
合
併
で
広
く
な
っ
た
地
理

的
ハ
ン
デ
を
解
消
す
る
た
め
、
ま
た
国
策
で

あ
る
I
T
革
命
の
進
行
を
進
め
る
ｅ-

Ｊ
ａ

ｐ
ａ
ｎ
戦
略
へ
の
対
応
、
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ

ド
の
解
消
、
電
子
自
治
体
へ
の
取
組
の
た
め
、

高
度
情
報
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
方
式

の
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
を
平
成
21
年
度
完
成
に
向
け
て

事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
方
式
と

は
、
全
て
の
家
庭
を
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ

ル
で
接
続
し
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る

方
式
で
、
従
来
の
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
と
大
き
く
異
な

る
の
は
伝
送
で
き
る
情
報
量
が
飛
躍
的
に
大

き
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
対
馬
市
は
日
本
で
３
番
目
と
い
う
大
き
い

面
積
と
離
島
と
い
う
ハ
ン
デ
の
た
め
、
ど
う

し
て
も
本
土
と
の
間
に
情
報
格
差
が
生
じ
て

い
ま
す
。
都
心
部
で
は
、
光
電
話
の
時
代
が

来
て
い
る
の
に
、
対
馬
で
は
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン

ド
へ
の
接
続
手
段
で
あ
る
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
さ
え
、

ま
だ
島
の
３
割
の
エ
リ
ア
で
し
か
利
用
で
き

な
い
状
況
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
で
は
、
国
の
進
め
る
Ｉ

Ｔ
施
策
へ
の
対
応
も
大
き
く
遅
れ
、
ま
た
今

後
、
対
馬
の
よ
う
な
離
島
で
は
、
デ
ジ
タ
ル

デ
バ
イ
ド
の
格
差
は
さ
ら
に
大
き
く
な
る
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。
過
疎
の
離
島
で
あ
る
か

ら
こ
そ
情
報
で
の
過
疎
に
な
っ
て
は
な
ら
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
対
馬
市
と
し
て
は
、
こ
の
情
報
の
過
疎
化

を
防
ぐ
に
は
、
行
政
と
市
民
が
地
域
情
報
、

行
政
情
報
、
議
会
情
報
等
の
情
報
を
共
有
す

る
事
が
も
っ
と
も
大
切
な
こ
と
と
考
え
、
そ

の
共
有
化
を
実
現
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
が
最
良
だ
と
考
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
現
在
進
行
し
て
い
る
地
上
波
デ
ジ

タ
ル
問
題
へ
の
対
応
も
大
き
な
課
題
と
言
え

ま
す
。
国
の
施
策
で
平
成
23
年
に
は
、
従
来

の
ア
ナ
ロ
グ
放
送
が
す
べ
て
停
止
し
、
今
ま

で
見
て
い
た
テ
レ
ビ
受
像
機
の
ま
ま
で
は
何

も
見
え
な
く
な
り
ま
す
。
対
馬
の
場
合
、
ほ

と
ん
ど
の
家
庭
が
テ
レ
ビ
共
聴
施
設
な
ど
を

利
用
し
て
テ
レ
ビ
を
見
て
い
ま
す
が
、
こ
こ

数
年
の
間
に
各
共
聴
施
設
は
デ
ジ
タ
ル
放
送

に
対
応
す
る
改
修
が
必
要
で
す
。
そ
の
改
修

に
か
か
る
経
費
は
各
集
落
の
テ
レ
ビ
共
聴
組

合
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
の
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
計
画
が
実
現
す

れ
ば
、
そ
う
い
う
経
費
も
抑
え
る
事
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

《
主
な
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
サ
ー
ビ
ス
》�

　
対
馬
全
島
、
１
万
６
０
０
０
世
帯
を
対
象

に
光
ケ
ー
ブ
ル
網
を
整
備
し
、
従
来
の
美
津

島
町
有
線
テ
レ
ビ
（
Ｍ
Ｙ
Ｔ
）
が
行
っ
て
来

た
サ
ー
ビ
ス
、
テ
レ
ビ
同
時
再
送
信
、
自
主

放
送
、
音
声
告
知
放
送
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を

お
こ
な
う
予
定
で
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
サ

ー
ビ
ス
に
加
え
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
、

Ｉ
Ｐ
電
話
サ
ー
ビ
ス
等
を
行
う
計
画
と
し
て

い
ま
す
。

《
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
効
果
》

●
　
議
会
中
継
を
始
め
と
す
る
多
く
の
行
政

情
報
を
、
誰
も
が
平
等
に
早
く
簡
単
に
テ

レ
ビ
に
よ
り
入
手
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
多
く
の
市

民
が
行
政
に
興
味
を
抱
き
行
政
に
参
加
し

て
い
た
だ
け
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し

て
い
ま
す
。

●
　
行
政
や
、
各
種
団
体
か
ら
の
お
知
ら
せ

は
、
月
に
１
度
発
行
し
て
い
る
広
報
に
頼

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
自
主
放
送
で
市

民
の
皆
様
に
直
に
お
伝
え
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
各
地
域
で
開
催
さ
れ
て
き
た

イ
ベ
ン
ト
等
も
、
テ
レ
ビ
を
通
じ
て
知
る

事
が
で
き
地
域
交
流
の
拡
大
に
つ
な
が
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

●
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、
Ｉ
Ｔ

社
会
と
言
わ
れ
る
現
代
や
こ
れ
か
ら
の
Ｉ

Ｔ
技
術
革
新
に
対
馬
市
が
遅
れ
な
い
た
め

に
不
可
欠
な
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
と
考
え
て

お
り
、
す
ぐ
そ
こ
ま
で
来
て
い
る
国
の
施

策
で
あ
る
電
子
自
治
体
を
実
現
す
る
た
め

の
必
須
条
件
と
も
考
え
て
い
ま
す
。

●
　
Ｉ
Ｐ
電
話
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
つ
い
て
は
、
島

内
通
話
無
料
と
な
り

島
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
形
成
に
大

き
く
貢
献
で
き
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

●
　
告
知
放
送
設
備
に

つ
い
て
は
、
直
接
ご

家
庭
に
音
声
告
知
放

送
が
で
き
る
な
ど
の

多
機
能
を
も
っ
て
お

り
、
防
災
面
に
大
き

く
貢
献
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

●
　
そ
の
他
、
娯
楽
の

少
な
い
対
馬
へ
、
Ｂ

Ｓ
放
送
や
Ｃ
Ｓ
放
送

な
ど
の
多
チ
ャ
ン
ネ

ル
放
送
を
提
供
す
る

こ
と
で
、
ゆ
と
り
あ

る
生
活
を
提
供
で
き

れ
ば
と
考
え
て
い
ま

す
。

●
　
気
象
チ
ャ
ン
ネ
ル

や
、
漁
場
監
視
カ
メ

ラ
、
学
校
教
育
シ
ス

テ
ム
な
ど
の
サ
ー
ビ

ス
も
実
施
す
る
予
定

で
、
経
済
活
動
、
教

育
分
野
で
の
貢
献
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

��

【
用
語
の
説
明
】�

◆
イ
ン
フ
ラ
＝
基
盤
、
基
礎
構
造
、
土
台

◆
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
＝
デ
ジ
タ
ル
技
術

の
普
及
に
伴
い
、
そ
れ
を
使
い
こ
な
せ
る

か
否
か
で
二
極
化
が
起
こ
っ
た
社
会
状
況

◆
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
＝
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
接
続
サ
ー
ビ
ス
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９
月
４
日
に
、
対
馬
北
警
察
署
主
催
の

「
み
ん
な
安
全
た
っ
し
ゃ
塾
」
が
上
対
馬
総

合
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
約
２
５
０
名
の
方

が
受
講
し
ま
し
た
。

　
「
全
国
の
皆
さ
ん
が
、
な
ぜ
振
り
込
め
詐

欺
や
悪
質
商
法
に
注
意
を
し
て
い
て
も
騙
さ

れ
て
し
ま
う
の
か
。
そ
れ
は
、
こ
の
寸
劇
を

見
て
い
な
い
か
ら
で
す
。
」
の
紹
介
で
始
ま

っ
た
振
り
込
め
詐
欺
・
悪
質
商
法
の
実
例
寸

劇
。
紹
介
の
と
お
り
、
講
話
な
ど
で
は
な
か

な
か
実
感
が
で
き
な
い
事
が
再
現
さ
れ
て
い

て
大
変
役
立
つ
も
の
で
し
た
。

　
振
り
込
め
詐
欺
や
悪
徳
商
法
に
皆
さ
ん
も

気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

　
９
月
４
日
と
22
日
に
美
津
島
の
小
中
学
生

に
よ
る
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

　
４
日
は
、
大
船
越
中
学
校
の
生
徒
、
保
護

者
、
美
津
島
町
交
通
安
全
母
の
会
な
ど
か
ら
、

約
１
０
０
人
が
参
加
し
、
ま
た
22
日
に
は
、

今
里
小
学
校
の
児
童
、
先
生
、
交
通
安
全
協

会
な
ど
か
ら
約
50
人
が
参
加
し
て
、
交
通
安

全
の
願
い
を
込
め
た
標
語
入
り
の
「
し
お

り
」
や
「
折
り
鶴
」
を
ド
ラ
イ
バ
ー
に
手
渡

し
、
安
全
運
転
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
児
童
・
生
徒
た
ち
は
、
こ
の
日
の
た
め
に
、

各
自
で
交
通
標
語
を
考
え
る
な
ど
、
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
活
動
を
通
じ
て
、
交
通
安
全
の
意
識

を
強
く
し
て
い
ま
し
た
。

　
９
月
１
日
の
防
災
の
日
に
、
陸
上
自
衛
隊

対
馬
駐
屯
地
の
隊
員
に
よ
る
災
害
対
処
訓
練

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
自
衛
隊
と
関
係
機
関
と
の
連
絡

通
報
の
手
順
確
認
や
人
命
救
助
訓
練
を
通
じ
、

災
害
時
の
対
応
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
る
こ

と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
９
月
９
日
、
「
救
急
の
日
」
の
日
に
、
対

馬
市
消
防
本
部
で
、
救
急
車
の
模
擬
救
急
出

場
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
救
急
業
務
の
実
態
を
知
っ
て
も
ら

う
た
め
に
実
施
さ
れ
た
も
の
で
、
一
日
救
急

隊
長
に
松
早
石
油
の
岩
本
善
也
さ
ん
と
一
日

指
令
室
長
に
は
同
社
の
小
島
日
出
男
さ
ん
が

任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　
２
人
は
、
消
防
本
部
で
通
信
シ
ス
テ
ム
の

説
明
や
指
令
の
出
し
方
な
ど
の
指
導
を
受
け

た
あ
と
、
交
通
事
故
が
発
生
し
、
け
が
人
が

出
た
と
し
て
、
救
急
車
で
小
浦
の
ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド
か
ら
対
馬
い
づ
は
ら
病
院
ま
で
の

模
擬
救
急
出
場
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　
ス
タ
ン
ド
か
ら
の
通
報
者
役
で
訓
練
に
参

加
し
た
小
川
寿
浩
さ
ん
は
、
「
事
故
は
い
つ

起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
も
の
。
い
ざ
と
い
う

時
の
た
め
に
今
日
は
い
い
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
平
成
16
年
中
対
馬
市
の
救
急
車
出
場
件
数

は
、
１
４
１
９
件
、
１
日
に
４
件
ほ
ど
で
年

々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
今
年
は
１
５
０
０
件

を
超
え
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
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８
月
28
日
、
上
県
町
佐
須
奈
の
大
地
荷
揚

げ
場
で
、
対
馬
市
消
防
団
（
上
県
地
区
）
の

夏
季
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
訓
練
は
、
消
防
団
員
の
技
術
の
向
上

を
目
指
し
、
各
分
団
対
抗
で
ホ
ー
ス
を
延
長

し
、
放
水
し
て
標
的
を
倒
す
ま
で
の
タ
イ
ム

を
競
う
も
の
で
、
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
発

揮
し
た
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
】

◎
ポ
ン
プ
自
動
車
の
部

　
①
上
県
第
２
分
団
（
恵
古
、
深
山
、
仁
田

　
ノ
内
）
②
上
県
第
１
分
団
の
１
部
（
佐
須

　
奈
）
③
上
県
第
７
分
団
（
瀬
田
、
樫
滝
）

◎
小
型
ポ
ン
プ
の
部

　
①
上
県
第
３
分
団
の
２
部
（
井
口
）
②
上

　
県
第
４
分
団
（
西
津
屋
）
③
上
県
第
５
分

　
団
（
湊
）

　
９
月
６
日
に
対
馬
を
襲
っ
た
台
風
14
号
に

よ
っ
て
、
日
本
の
渚
百
選
に
選
ば
れ
て
い
る

三
宇
田
浜
海
水
浴
場
が
大
き
な
被
害
を
受
け

ま
し
た
。

　
台
風
十
四
号
は
大
潮
と
重
な
っ
た
た
め
、

海
水
浴
場
の
海
岸
側
駐
車
場
ま
で
激
し
い
波

が
打
ち
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
漂
着
ゴ
ミ
や
海
砂
が
駐
車
場

ま
で
打
ち
寄
せ
ら
れ
、
一
時
は
使
用
が
不
可

能
な
状
況
で
し
た
が
、
９
月
10
日
（
土
）
に

上
対
馬
支
所
職
員
と
教
育
委
員
会
職
員
ら
で

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い
、
元
の
美
し
い

海
岸
が
戻
り
ま
し
た
。

暑さに負けず走ります�

駐車場まで打ち上げられた大量のゴミと砂�

◎
10
月
１
日
付
　
※（
　
　
）内
は
旧
所
属

《
総
務
部
》【
総
務
課
】課
長
補
佐
＝
杉
原
要

（
消
防
本
部
・
総
務
課
）【
秘
書
課
】主
査
＝
荒

木
克
也（
峰
支
所
・
総
務
課
）《
市
民
生
活
部
》

【
廃
棄
物
対
策
課
】参
事
兼
課
長
補
佐
＝
河

野
繁
和（
豊
玉
支
所
・
住
民
生
活
課
）《
福
祉

部
》【
福
祉
課
】係
長
＝
玖
須
博
一（
上
対
馬

支
所
・
総
務
課
）【
保
護
課
】主
査
＝
扇
光
彦

（
峰
支
所
・
住
民
生
活
課
）《
保
健
部
》【
保
険

課
】参
事
兼
課
長
補
佐
＝
平
井
桂
一（
福
祉

部
・
福
祉
課
）《
産
業
交
流
部
》【
観
光
交
流
商

工
課
】副
参
事
兼
係
長（
県
観
光
連
盟
に
派

遣
）＝
村
井
英
哉（
豊
玉
支
所
・
総
務
課
）【
農

林
課
】主
任
＝
一
宮
努（
厳
原
支
所
・
総
務
課
）、

川
崎
仁（
同
・
産
業
建
設
課
）《
消
防
本
部
》【
総

務
課
】参
事
兼
課
長
補
佐
＝
仁
位
孝
良（
総

務
部
・
秘
書
課
）《
厳
原
支
所
》【
産
業
建
設
課
】

参
事
兼
課
長
補
佐
＝
梅
野
憲
治（
豊
玉
支
所
・

住
民
生
活
課
）《
美
津
島
支
所
》【
健
康
福
祉

課
】参
事（
昇
任
）＝
小
島
千
穂
美（
同
支
所
・

総
務
課
）《
豊
玉
支
所
》【
総
務
課
】主
査
＝
阿

比
留
正
博（
美
津
島
支
所
・
健
康
福
祉
課
）【
住

民
生
活
課
】参
事
兼
課
長
補
佐
＝
中
村
正
喜

（
同
支
所
・
総
務
課
）《
峰
支
所
》【
住
民
生
活

課
】主
査
＝
小
茂
田
聡（
上
県
支
所
・
健
康
福

祉
課
）《
上
県
支
所
》【
健
康
福
祉
課
】主
事
＝

菅
野
円（
上
対
馬
支
所
・
総
務
課
）《
上
対
馬

支
所
》【
総
務
課
】主
任
＝
財
部
仁（
市
民
生

活
部
・
廃
棄
物
対
策
課
）【
住
民
生
活
課
】参

事
兼
課
長
補
佐
＝
米
田
一
三（
同
支
所
・
健

康
福
祉
課
）

市
長
の
動
き�

　　
　
《
９
月
》

１
日
＝
対
馬
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
協
議
会
総
会

２
日
＝
地
域
別
観
光
振
興
検
討
会
議

３
日
＝
対
馬
市
商
工
会
女
性
部
研
修
会

５
〜
７
日=

対
馬
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
東
京

　
　
　
会
議
、国
土
交
通
省
訪
問（
東
京
都
）

９
〜
11
日
＝
朝
鮮
通
信
使
縁
故
地
代
表
者
会

　
　
　
議
、
韓
日
文
化
交
流
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
韓
国
・
釜
山
市
）

12
日
＝
県
離
島
振
興
協
議
会
　
（
長
崎
市
）

13
日
＝
対
馬
市
内
３
病
院
経
営
委
員
会

14
日
＝
全
国
離
島
交
流
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　
実
行
委
員
会

15
日
＝
美
津
島
老
人
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、佐
須

　
　
　
坂
ト
ン
ネ
ル
整
備
期
成
会
設
立
総
会

16
〜
17
日
＝
長
崎
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
取
締

　
　
　
役
会
　
　
　
　
　
　
　
（
長
崎
市
）

18
日
＝
対
馬
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
マ
ラ
ソ
ン
大
会

22
日
＝
対
馬
市
議
会
定
例
会

23
日
＝
２
０
０
５
年
次
日
本
島
嶼
学
会
対
馬

　
　
　
大
会

26
〜
30
日
＝
対
馬
市
議
会
定
例
会

30
日
＝
定
例
記
者
発
表

炎
天
下
の
消
防
夏
季
訓
練

炎
天
下
の
消
防
夏
季
訓
練�

�

台
風
十
四
号
の
爪
跡

台
風
十
四
号
の
爪
跡�

�

炎
天
下
の
消
防
夏
季
訓
練

炎
天
下
の
消
防
夏
季
訓
練�

�

台
風
十
四
号
の
爪
跡

台
風
十
四
号
の
爪
跡�

�

人
事
異
動�

人
事
異
動�
炎
天
下
の
消
防
夏
季
訓
練

炎
天
下
の
消
防
夏
季
訓
練�

�

台
風
十
四
号
の
爪
跡

台
風
十
四
号
の
爪
跡�

�

炎
天
下
の
消
防
夏
季
訓
練�

�

台
風
十
四
号
の
爪
跡�

�

佐須坂トンネル�
整備期成会設立総会�



　
９
月
19
日
、
美
津
島
総
合
公
園
野
球
場
で
、

第
15
回
対
馬
駐
屯
地
司
令
杯
少
年
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
大
会
が
行
わ
れ
、
市
内
か
ら
11
チ
ー
ム

が
参
加
し
て
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
】

▼
優
勝
＝
厳
原
少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

Ａ
▼
準
優
勝
＝
厳
原
少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク

ラ
ブ
Ｂ
▼
３
位
＝
鶏
鳴
ボ
ー
イ
ズ
Ｂ

《
個
人
賞
》
▼
最
優
秀
選
手
賞
＝
初
村
将
太

朗
（
厳
原
少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
Ａ
）
▼
優
秀

選
手
賞
＝
松
尾
駿
平
（
厳
原
少
年
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
Ｂ
）
▼
敢
闘
賞
＝
村
井
雄
二
（
鶏
鳴
ボ

ー
イ
ズ
）
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９
月
４
日
、
第
51
回
対
馬
島
民
体
育
大
会

が
開
催
さ
れ
、
球
技
、
武
道
の
12
競
技
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
競
技
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
軟
式
野
球
（
峰
総
合
運
動
公
園
野
球
場
）

《
決
勝
》
厳
原
町
１
‐
０
上
県
町

◆
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
豊
玉
高
校
体
育
館
）

《
男
子
決
勝
》
豊
玉
町
２
‐
１
美
津
島
町

《
女
子
決
勝
》
豊
玉
町
２
‐
０
上
県
町

◆
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
（
豊
玉
総
合
運
動
公

　
園
体
育
館
）

《
男
子
決
勝
》
厳
原
町
86
‐
81
峰
町

《
女
子
決
勝
》
厳
原
町
77
‐
65
豊
玉
町

◆
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
（
豊
玉
総
合
運
動
公
園
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
）

《
団
体
》
①
峰
町
②
美
津
島
町

《
個
人
優
勝
》
▽
一
般
男
子
＝
内
山
吉
寿
、

阿
比
留
征
則
▽
成
年
男
子
＝
梅
野
敏
弘
、

森
潤
一
▽
壮
年
男
子
＝
梅
野
菊
次
、
小
田

康
智
▽
壮
年
２
部
＝
永
留
安
生
、
上
野
國

隆
▽
一
般
女
子
＝
永
留
恵
美
、
扇
清
子
▽

成
年
女
子
＝
大
石
秀
子
、
中
庭
さ
と
み
▽

壮
年
女
子
＝
平
江
千
賀
子
、
瀬
川
寿
子

◆
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
（
豊
玉
総
合
運
動
公
園
野

　
球
場
、
豊
玉
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

《
一
般
Ｆ
Ｐ
決
勝
》
上
県
町
10
‐
９
美
津
島

町
《
壮
年
Ｓ
Ｐ
決
勝
》
美
津
島
町
13
‐
１

峰
町
《
実
年
Ｓ
Ｐ
決
勝
》
上
対
馬
町
12
‐

３
厳
原
町

◆
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
（
シ
ャ
イ
ン
ド
ー
ム
・
み

　
ね
）

《
一
般
男
子
》
①
厳
原
町
②
上
県
町

《
一
般
女
子
》
①
厳
原
町
②
上
県
町

◆
卓
球
（
シ
ャ
イ
ン
ド
ー
ム
・
み
ね
）

《
団
体
》
①
厳
原
町
②
上
対
馬
町

《
個
人
優
勝
》
▽
一
般
男
子
＝
柴
田
圭
介
▽

壮
年
男
子
＝
平
山
康
博
▽
ベ
テ
ラ
ン
男
子

＝
今
本
純
二
▽
一
般
女
子
＝
岩
永
真
巳
▽

ベ
テ
ラ
ン
女
子
＝
津
江
夏
枝

◆
剣
道
（
西
部
中
学
校
体
育
館
）

《
団
体
》
①
厳
原
町
②
峰
町

《
形
の
部
》
①
美
津
島
町
②
峰
町

《
個
人
優
勝
》
▽
24
歳
以
下
＝
工
藤
祐
二
▽

34
歳
以
下
＝
阿
比
留
徹
▽
44
歳
以
下
＝
平

山
善
行
▽
54
歳
以
下
＝
宮
原
三
男
▽
55
歳

以
上
＝
平
山
米
茂

◆
テ
ニ
ス
（
美
津
島
総
合
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー

　
ト
）
《
男
子
》
①
厳
原
町
②
美
津
島
町

《
女
子
》
①
厳
原
町
②
美
津
島
町

◆
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
（
対
馬
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
パ

　
ー
ク
・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
）

《
決
勝
》
豊
玉
町
10
‐
８
上
対
馬
町

◆
弓
道
（
佐
賀
弓
道
場
）

《
団
体
》
①
峰
町
②
厳
原
町
《
個
人
》
▽
男

　
子
＝
永
留
廣
文
▽
女
子
＝
造
酒
央
子

さ
わ
や
か
な
汗
輝
く�

　
　

―
島
民
体
育
大
会
―

市
内
か
ら
11
チ
ー
ム
参
加�

�



比田勝保育所�

比田勝保育所�

比田勝保育所�

知中学校�

厳原中学校�

久田小学校�

佐護保育所�

佐
護
小
中
学
校�
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９
月
23
日
、
上
対
馬
総
合
運
動
公
園
体
育

館
で
第
27
回
上
対
馬
町
少
年
剣
道
大
会
が
、

小
学
生
51
名
、
中
学
生
12
名
の
参
加
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

【
結
果
】
《
団
体
》
▽
小
学
生
低
学
年
＝
①

護
道
会
②
南
陽
▽
小
学
生
高
学
年
＝
①
豊
Ａ

②
比
田
勝
▽
中
学
生
＝
①
比
田
勝
Ｃ
②
比
田

勝
Ｂ
《
個
人
》
▽
小
学
３
年
生
以
下
＝
①
小

川
孔
高
②
荒
木
英
人
▽
小
学
４
年
生
＝
①
菅

野
凌
雅
②
米
田
貴
絵
▽
小
学
５
年
生
＝
①
荒

木
理
人
②
小
茂
田
史
士
▽
小
学
６
年
生
＝
①

宮
原
知
成
②
宮
原
隆
太
▽
小
学
生
女
子
＝
①

武
田
眞
子
②
久
壽
米
木
綾
子
▽
中
学
生
＝
①

権
藤
祐
太
②
内
山
琢
巳

ス
ポ
ー
ツ
の
秋 

〜
市
内
で
運
動
会�

�
９
月
に
入
り
市
内
の
小
中
学
校
、
保
育
所
な
ど
で
運
動
会
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

少
年
剣
道
大
会
開
催
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９
月
11
日
、
韓
国
の
釜
山
広
域
市
で
開
か

れ
た
「
朝
鮮
通
信
使
韓
日
文
化
交
流
祭
」
に
、

対
馬
の
ヤ
マ
ネ
コ
太
鼓
（
糸
瀬
史
子
代
表
他

５
名
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
約
１
２
０
０
人
が
参
加
し
た
朝
鮮
通
信
使

パ
レ
ー
ド
で
は
、
つ
し
ま
や
ま
ね
こ
の
絵
を

描
い
た
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
で
太
鼓
を
叩
き
、

釜
山
市
民
の
注
目
を
浴
び
ま
し
た
。

　
ま
た
、
当
日
夜
、
龍
頭
山
公
園
特
設
舞
台

で
開
か
れ
た
「
韓
日
交
流
の
夕
べ
」
に
は
、

下
関
の
よ
さ
こ
い
踊
り
と
と
も
に
、
日
本
代

表
と
し
て
出
演
し
、
約
２
０
０
０
人
の
観
衆

か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
２
年
に
１
回
開
催
さ
れ
て
い
る
和
牛
共
進

（
励
）
会
が
、
９
月
に
対
馬
市
各
支
所
管
内

（
上
対
馬
支
所
を
除
く
）
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
和
牛
の
改
良
と
増
殖
を
目
指
し
、

経
済
性
と
飼
育
農
家
の
連
帯
感
を
高
め
る
こ

と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、「
育

成
牛
の
部
」
「
肥
育
素
牛
の
部
」
「
未
経
産

牛
の
部
」
「
経
産
牛
の
部
」
の
４
部
門
で
審

査
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
部
門
の
優
勝
者
は
、
10
月
19
日
、
豊
玉

で
開
催
さ
れ
る
全
島
大
会
に
出
場
し
て
全
島

一
を
目
指
し
ま
す
。

　
各
町
の
優
勝
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

《
厳
原
町
》

▽
育
成
牛
の
部
＝
初
村
直
（
第
四
ひ
ろ
か
）

▽
肥
育
素
牛
の
部
＝
初
村
ト
シ
江
（
晴
也
）

▽
未
経
産
牛
の
部
＝
初
村
直
（
第
五
な
み
さ

か
え
）
▽
経
産
牛
の
部
＝
初
村
直
（
第
六
み

つ
は
な
）

《
美
津
島
町
》

▽
育
成
牛
の
部
＝
橘
守
夫
（
第
三
ゆ
き
な
）

▽
肥
育
素
牛
の
部
＝
西
山
清
香（
第
十
玉
光
）

▽
未
経
産
牛
の
部
＝
橘
啓
二（
第
三
め
ば
え
）

▽
経
産
牛
の
部
＝
西
山
清
香（
第
十
は
つ
き
）

《
豊
玉
町
》

▽
育
成
牛
の
部
＝
小
田
幹
雄（
第
八
ち
ぐ
さ
）

▽
肥
育
素
牛
の
部
＝
平
山
知
美
（
第
一
実
）

▽
未
経
産
牛
の
部
＝
中
島
武
夫
（
み
ち
え
）

▽
経
産
牛
の
部
＝
山
上
熊
夫
（
み
つ
の
）

《
峰
町
》

▽
育
成
牛
の
部
＝
阿
比
留
冨
士
雄
（
第
二
さ

あ
や
）
▽
肥
育
素
牛
の
部
＝
御
手
洗
源
三
郎

（
第
五
松
太
郎
）
▽
未
経
産
牛
の
部
＝
阿
比

留
幾
馬
（
ま
る
さ
か
え
）
▽
経
産
牛
の
部
＝

阿
比
留
冨
士
雄
（
第
四
み
さ
お
）

《
上
県
町
》

▽
育
成
牛
の
部
＝
神
宮
正
芳（
第
八
と
よ
み
）

▽
肥
育
素
牛
の
部
＝
神
宮
正
芳
（
か
え
で
）

▽
未
経
産
牛
の
部
＝
阿
比
留
光
行
（
ふ
じ
さ

か
え
）
▽
経
産
牛
の
部
＝
神
宮
正
芳
（
第
六

豊
美
）

　
「
峰
町
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」
が
、
８
月
28

日
、
対
馬
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ー
ク
で
開
催
さ

れ
、
小
・
中
学
生
を
は
じ
め
、
家
族
連
れ
な

ど
多
く
の
人
々
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
ま
つ
り
で
は
、
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
に
よ

る
演
奏
や
、
海
神
太
鼓
、
ク
イ
ズ
王
決
定
戦
、

ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン
グ
大
会
、
餅
ま
き
、
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
の
ほ
か
、
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

「
博
多
華
丸
・
大
吉
」の
漫
才
シ
ョ
ー
、「
斉

藤
ル
ミ
子
」
の
も
の
ま
ね
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
、

会
場
は
爆
笑
の
渦
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
多
目
的
芝
生
広
場
で
は
、
金
魚
す

く
い
や
軽
食
な
ど
の
各
種
出
店
が
30
軒
以
上

立
ち
並
び
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
や
、
小
・

中
学
生
を
対
象
と
し
た
カ
ヌ
ー
大
会
、
有
料

の
ゴ
ー
カ
ー
ト
が
終
日
無
料
解
放
さ
れ
、
子

供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
多
く
の
来
場
者
が
、

一
日
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。

たくさんの方々でにぎわいました�

自
慢
の
牛
た
ち
が
大
集
合
！�

対
馬
各
地
で
和
牛
共
進（
励
）会�

�

大
盛
況
!!�

「
峰
町
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」�

�

釜
山
で
ヤ
マ
ネ
コ
太
鼓�

�
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９
月
15
日
、
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
で
、
美
津

島
町
高
齢
者
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
当
日
は
、
約
４
５
０
人
の
方
々
で
会
場
は

満
員
盛
況
。
元
気
で
と
て
も
芸
達
者
な
方
々

の
出
し
物
が
披
露
さ
れ
、
会
場
は
笑
い
声
が

絶
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
９
月
に
、
99
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
お
年

寄
り
お
二
人
に
対
馬
市
か
ら
敬
老
祝
金
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

▽
赤
間
徳
市
さ
ん
（
大
浦
・
結
石
山
荘
）

　
明
治
39
年
９
月
１
日
生
れ
、
読
書
が
大
好

き
で
、
ひ
と
月
に
５
〜
６
冊
の
本
を
読
破
さ

れ
る
そ
う
で
す
。

▽
小
田
ジ
ュ
ン
さ
ん
（
佐
須
奈
・
特
養
日

吉
の
里
）

　
明
治
39
年
９
月
８
日
生
れ
、
テ
レ
ビ
鑑
賞

し
た
り
、
皆
さ
ん
と
お
喋
り
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
施
設
行
事
の
ゲ
ー
ム
大
会
等
に
も
進

ん
で
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

み
ん
な
い
き
い
き
元
気
で
す�

�
白
寿（
99
歳
）の
お
祝
い�

�

☆
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ラ
・
ト
ビ
ン
（
22
歳
、

　
愛
称
・
ア
リ
）
さ
ん

　
ア
リ
さ
ん
は
ア
メ
リ
カ
・
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
州
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
出
身
、

ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
の
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン

大
学
で
、
日
本
語
と
心
理
学
を
勉
強
し

ま
し
た
。

　
と
て
も
笑
顔
が
キ
ュ
ー
ト
な
ア
リ
さ

ん
。
「
上
対
馬
町
の
生
徒
が
英
語
を
た

く
さ
ん
学
ん
で
、
楽
し
く
生
活
し
て
欲

し
い
と
思
い
ま
す
。
私
も
自
分
の
日
本

語
の
勉
強
や
、
日
本
料
理
を
学
び
た
い

で
す
。
」
と
抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。

☆
ア
ー
ロ
ン
・
ダ
グ
ラ
ス
・
デ
ィ
リ
プ

　
レ
ー
ン
（
22
歳
、
愛
称
・
デ
ィ
リ
）

　
さ
ん

　
デ
ィ
リ
さ
ん
は
ア
メ
リ
カ
・
ペ
ン
シ

ル
ベ
ニ
ア
州
出
身
、
今
年
５
月
に
ゲ
テ

ィ
ス
バ
ー
グ
大
学
を
卒
業
後
、
８
月
に

対
馬
市
を
訪
れ
ま
し
た
。
４
人
兄
弟
の

長
男
で
、
趣
味
は
ア
ウ
ト
ド
ア
で
す
。

対
馬
の
感
想
は
？
の
問
い
に
「
人
々
が

と
て
も
親
切
で
と
て
も
自
然
が
美
し
い
、

白
嶽
に
登
っ
て
み
た
い
。
」
と
答
え
て

く
れ
ま
し
た
。

　
町
で
見
か
け
た
ら
愛
称
の
デ
ィ
リ
か

ア
ー
ロ
ン
と
気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ

さ
い

上
対
馬
と
美
津
島
の
新
Ａ
Ｌ
Ｔ

上
対
馬
と
美
津
島
の
新
Ａ
Ｌ
Ｔ(

英
語
指
導
助
手

英
語
指
導
助
手)�

�

上
対
馬
と
美
津
島
の
新
Ａ
Ｌ
Ｔ

上
対
馬
と
美
津
島
の
新
Ａ
Ｌ
Ｔ(

英
語
指
導
助
手

英
語
指
導
助
手)�

�

上
対
馬
と
美
津
島
の
新
Ａ
Ｌ
Ｔ(

英
語
指
導
助
手)�

�

小田さん少し緊張気味です�

笑顔が素敵なアリさん�

運動会にも参加した気さくなディリさん�

笑顔の赤間さん�

―
美
津
島
町
高
齢
者
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
―
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９
月
８
日
、
対
馬
の
一
の
宮
で

あ
る
峰
町
木
坂
の
海
神
神
社
で
、

恒
例
の
古
式
大
祭
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
祭
は
、
厳
粛
な
雰
囲
気
の
中
、

神
輿
の
御
降
り
や
御
旅
所
で
の
奉

納
神
事
が
行
わ
れ
、
境
内
で
は
、

奉
納
相
撲
や
演
芸
な
ど
の
催
し
物

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
平
日
の
開
催
と
な
っ
た
今
年
の

祭
で
し
た
が
、
早
朝
か
ら
多
く
の

参
拝
者
が
集
ま
り
、
約
３
０
０
段

の
長
い
石
段
を
登
っ
て
、
拝
殿
に

向
か
い
手
を
合
わ
せ
る
姿
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

　
８
月
20
日
、
21
日
に
、
時
津
町

で
第
32
回
長
崎
県
少
年
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
大
会
が
、
各
地
区
予
選
を
勝

ち
抜
い
た
20
チ
ー
ム
が
参
加
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
に
出
場
し
た
上
対
馬

バ
イ
オ
レ
ッ
ツ
は
、
決
勝
戦
ま
で

勝
ち
進
み
準
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

決
勝
で
は
日
野
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
と

対
戦
、
０-

３
で
惜
敗
し
ま
し
た
。

　　
９
月
８
日
、比
田
勝
中
学
校（
武

田
朋
三
校
長
、生
徒
数
1
7
0
名
）

が
「
望
ま
し
い
食
習
慣
を
培
う
給

食
指
導
の
あ
り
方
を
め
ざ
し
て
〜

家
庭
と
の
連
携
を
通
し
て
〜
」
と

い
う
研
究
主
題
で
活
動
し
、
文
部

科
学
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
研
究
は
、
学
校
給
食
の
指
導

法
や
、
家
庭
と
の
連
携
に
よ
る
研

究
・
実
践
が
評
価
さ
れ
て
受
賞
し

た
も
の
で
、
学
校
給
食
だ
け
で
な

く
、
食
に
対
す
る
あ
り
方
や
、
意

識
の
向
上
を
図
っ
た
素
晴
ら
し
い

活
動
で
す
。

　
８
月
に
佐
世
保
市
で
行
わ
れ
た

「
第
47
回
自
然
公
園
大
会
」
で
、

厳
原
町
の
永
留
浩
さ
ん
が
自
然
公

園
関
係
功
労
者
と
し
て
環
境
大
臣

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
永
留
さ
ん
は
、
中
学
校
教
諭
時

代
か
ら
30
年
以
上
も
自
然
公
園
指

導
員
と
し
て
、
対
馬
の
動
植
物
の

保
護
や
環
境
美
化
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
現
在
も
指
導
員
の
ほ
か
、
自
然

と
歴
史
を
楽
し
む
エ
コ
ク
ラ
ブ

「
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
の
会
」
の
会
長
や

長
崎
県
生
物
学
会
員
と
し
て
、
対

馬
の
自
然
の
保
護
と
大
切
さ
を
理

解
し
て
も
ら
う
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
８
月
24
日
、
上
県
町
佐
須
奈
地

区
で
地
蔵
ま
つ
り
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
、
子
供
た
ち
が
ふ
る
さ

と
を
愛
す
る
心
を
持
っ
て
、
健
や

か
に
た
く
ま
し
く
育
っ
て
ほ
し
い

と
い
う
願
い
を
込
め
、
昭
和
58
年

か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で
、
今
で
は

す
っ
か
り
地
域
に
定
着
し
、
地
区

の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
祭
り
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
佐
須
奈
地
区
内
９
箇
所
に
あ
る

お
地
蔵
様
は
提
灯
な
ど
で
飾
り
付

け
ら
れ
、
子
供
た
ち
手
作
り
の
お

団
子
や
お
菓
子
な
ど
が
供
え
ら
れ

ま
し
た
。
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11月11日～12月10日は�

長崎県同和問題啓発協調月間です�

同和問題を正しく理解しましょう�

長崎県・長崎県教育委員会�

じんけん は21世紀のキーワード�

海
神
神
社
古
式
大
祭

海
神
神
社
古
式
大
祭�
海
神
神
社
古
式
大
祭�

地
蔵
ま
つ
り

地
蔵
ま
つ
り�

地
蔵
ま
つ
り�

文
部
科
学
大
臣
賞
受
賞

文
部
科
学
大
臣
賞
受
賞�

   

〜
比
田
勝
中
学
校
〜

〜
比
田
勝
中
学
校
〜�

�

文
部
科
学
大
臣
賞
受
賞�

   

〜
比
田
勝
中
学
校
〜�

�

上
対
馬

上
対
馬�

　
バ
イ
オ
レ
ッ
ツ

　
バ
イ
オ
レ
ッ
ツ�

　
　
　
　
準
優
勝

準
優
勝�

上
対
馬�

　
バ
イ
オ
レ
ッ
ツ�

　
　
準
優
勝�

環
境
大
臣
表
彰

環
境
大
臣
表
彰�

環
境
大
臣
表
彰�

み
　
こ
し

お
　
く
だ

お
　
た
び
し
ょ
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金　京一、辛　恩京�対馬釜山事務所�
キム　　　　キョン イル　　　　シン　　　　 ウン ギョン

　今年の「ちんぐ音楽祭」は、去る8月27日、美津島町のグリーンパークで開かれました。10年目とい

う節目を神様は知っていたのでしょうか、今までの中で最高の天気を施して？くださいました。高い青

空、爽やかな風、微笑む観客。そして、今年は特に観客の他に新しい友達がたくさん集まりました。皆

様も出会ったでしょうか？トンボとバッタたち！

　まるで、グリーンパークという五線紙の上に、音符のように飛ぶトンボと跳ね上がるバッタの群れが、

10年ぶりに偶然再会した友達のように懐かしくて嬉しかったです。

　今年は日本からは歌人羽を初め6組、韓国からはカン・サネを始め2組が参加しました。このほか、韓

国からは3年ぶりにロックバンドのユン・ドヒョンさんも対馬に駆けつけてきてくれ、予定はなかったの

に舞台で歌を披露してくれました。

　そして、今年も去年に続いて、釜山であった日本歌謡大会の受賞者6名

が参加しました。参加者全員は舞台の上で挨拶し、その中で最優秀のチー

ムのパク･スジン、パク･ソジョンさんは、受賞曲である「Crystal Key」

の「Kiss」を披露しました。この二人の大きな声量と素敵なハーモニー

に、観客席は一瞬静まりかえるくらいでした。

　ちんぐ音楽祭に参加したある方の言葉が心に残ります。『10年たって

もいつもそこで私を待っている「ちんぐ」のように懐かしくて素朴な点

が「ちんぐ音楽祭」のよさだと思います。自然と調和した舞台、照明、

そして雰囲気。そして人情味あふれる対馬の音楽祭がこれからも変わら

ないでいてほしいです。』この願いにさらに一つ希望を添えるとしたら、

これから１０年２０年経って、日本歌謡大会で受賞した高校生が歌手に

なり、アーティストとして再びちんぐ音楽祭の舞台に立つことですね。

　また、９月９日～１０日にかけて朝鮮通信使文化事業が釜山で開かれ

ました。アリラン祭りから始まった朝鮮通信使行列再現は、この数年間、

釜山市でも再現されるようになり、今年は行列や海神祭、日韓交流の夕

べなどの行事がありました。対馬からは松村市長をはじめ、朝鮮通信使

縁地連絡協議会の松原会長、朝鮮通信使行列振興会の山本会長、観光物

産協会厳原支部、そしてヤマネコ太鼓保存会の皆さんが参加しました。

　ヤマネコ太鼓は通信使行列と日韓交流の夕べの舞台で演奏し、綺麗な

衣装と迫力ある演奏に釜山市民からたくさんの拍手が送られました。ヤ

マネコ太鼓保存会の皆様、格好よかったです。

韓国で人気のロック歌手ユンさん�

パク・スジンさんとパク・ヘギョンさん�

朝鮮通信使文化事業オープニング� ヤマネコ太鼓は釜山でも大人気�

うたいびとはね
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年
金
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
及

び
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
中

央
年
金
相
談
室
の
電
話
相
談
窓

口
の
電
話
番
号
は
、
現
在
、
個

々
の
拠
点
ご
と
に
番
号
が
ま
ち

ま
ち
で
し
た
。
こ
れ
ら
の
電
話

番
号
に
つ
い
て
、
わ
か
り
や
す

さ
、
効
率
化
、
利
用
者
の
皆
さ

ま
の
利
便
性
の
た
め
、
全
国
共

通
電
話
番
号
で
対
応
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。�

▼
年
金
相
談
共
通
電
話
番
号�

℡ 

０
５
７
０
‐
０
５
‐
１
１
６
５   �

                   

（
イ
イ
ロ
ウ
ゴ
）�

▼
年
金
受
給
者
向
け
共
通
電
話�

   

番
号�

℡ 

０
５
７
０
‐
０
７
‐
１
１
６
５ �

               

（
イ
イ
ロ
ウ
ゴ
）�

▼
実
施
年
月
日�

　
平
成
17
年
10
月
31
日
（
月
）�

��

　
社
会
保
険
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
御
覧
に
な
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
か
。
社
会
保
険
制
度
・

年
金
制
度
に
関
す
る
情
報
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
年
金
相

談
で
来
所
す
る
前
に
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
御
覧
に
な
る
と
、
ケ

ー
ス
に
よ
っ
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
情
報
で
解
決
で
き
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。�

　
ま
た
、
長
崎
社
会
保
険
事
務

局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
つ
な

が
り
、
社
会
保
険
出
張
相
談
所

の
案
内
・
相
談
窓
口
の
混
雑
状

況
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。�

幅
広
く
活
用
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

一
度
ご
利
用
く
だ
さ
い
。�

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス�

　h
ttp
://w

w
w
.s
ia
.g
o
.jp
/�

�

■
問
合
せ
先�

長
崎
社
会
保
険
事
務
局
長
崎
北

事
務
所�

℡ 

０
９
５
‐
８
６
１
‐
１
２
１
１�

ま
た
は
、
対
馬
市
各
支
所
住
民

生
活
課
　
年
金
担
当
ま
で�

�

　�

�

　
◎
平
成
17
年
11
月
８
日（
火
）

　
　
9
時
〜
15
時�

　
　
厳
原
地
区
公
民
館�

　
◎
平
成
17
年
11
月
9
日（
水
）

　
　
10
時
〜
15
時�

　
　
美
津
島
支
所
別
館
２
階�

�

五
�
李
芸
と
対
馬
�
文
引
の
制
�

　
「
文
引
」
と
い
う
熟
語
は
『
大

漢
和
辞
典
』
（
諸
橋
）
に
も
な
い
。

『
漢
韓
辞
典
』
は
持
た
な
い
が
、

こ
こ
で
い
う
文
引
は
韓
国
語
で
、

一
五
世
紀
の
朝
鮮
国
が
、
海
賊
船

や
密
航
船
の
来
泊
を
排
除
す
る
た

め
、
日
本
か
ら
渡
航
す
る
船
主
の

身
分
を
確
認
し
て
、
そ
の
通
交
申

請
を
査
証
す
る
制
を
定
め
た
も
の

で
、
そ
の
査
証（
今
で
い
う
ビ
ザ
）

を
文
引
と
い
う
。

　
そ
の
文
引
の
権
限
を
対
馬
洲
守

護
宗
貞
盛
に
依
託
し
た
こ
と
か
ら
、

足
利
将
軍
と
幕
府
高
官
、
そ
れ
と

防
長
の
太
守
大
内
氏
以
外
の
使
船

は
必
ず
対
馬
に
寄
り
、
宗
氏
の
文

引
を
受
け
ね
ば
な
ら
ず
、
文
引
を

持
た
な
い
船
は
朝
鮮
に
渡
っ
て
も

相
手
に
さ
れ
な
い
の
で
、
無
理
に

強
要
す
れ
ば
「
賊
」
と
見
做
さ
れ

る
仕
組
み
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
宗
貞
盛
は
朝
鮮
通

交
者
を
一
元
的
に
管
理
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
、
宗
氏
の
支
配
力

を
強
化
す
る
権
限
と
も
な
っ
て
、

悪
名
高
い
倭
寇
を
鎮
静
化
す
る
大

き
な
功
を
果
し
た
。
な
お
文
引
手

続
き
に
手
数
料
を
取
る
こ
と
も
宗

氏
の
権
益
と
な
っ
た
事
は
言
う
ま

で
も
な
い
。

　
そ
の
文
引
の
事
務
所
が
小
船
越

の
梅
林
寺
で
、
鉄
歓
と
い
う
僧
が

こ
れ
に
当
っ
た
と
い
う
が
、
後
に

佐
賀
に
移
っ
て
、
秦
盛
幸
と
い
う

唐
人
（
中
国
か
ら
の
帰
化
人
）
が

い
て
、
外
交
文
書
や
文
引
を
扱
っ

て
い
た
。

　
朝
鮮
王
朝
の
な
か
で
、
こ
の
文

引
制
度
に
最
も
精
通
し
て
い
た
の

が
李
芸
で
あ
っ
た
。
何
十
回
日
本

に
来
て
、
通
交
関
係
か
ら
海
賊
情

報
ま
で
熟
知
し
て
い
た
李
芸
が
、

通
交
者
の
一
元
統
制
を
建
言
し
た

の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

　
政
策
を
決
定
す
る
の
は
政
府
高

官
だ
が
、
現
地
の
実
状
を
知
悉
し

て
い
る
専
門
家
は
李
芸
を
お
措
い

て
な
か
っ
た
は
ず
で
、
『
実
録
』

の
世
宗
二
〇
年
（
一
四
三
八
年
）

に
、
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

　
政
府
大
臣
と
李
芸
ら
の
会
議
に

お
い
て
、
対
馬
倭
人
の
接
待
に
つ

い
て
議
し
た
の
に
、李
芸
よ
り「
倭

人
の
所
持
す
る
物
（
貿
易
品
）
が
、

三
十
駄
以
上
の
者
は
留
館
十
日
、

四
十
駄
以
上
の
者
は
留
館
二
十
日
、

八
十
駄
以
上
の
者
は
留
館
三
十
日
、

此
れ
を
以
っ
て
留
館
の
期
限
と
為

す
。
（
留
館
と
は
倭
館
に
滞
在
す

る
日
数
）
」
と
述
べ
、
そ
の
通
り

決
っ
て
い
る
。

　
ま
た
あ
る
時
は
李
芸
が
使
行
中

で
居
な
か
っ
た
た
め
決
議
さ
れ
ず
、

「
李
芸
が
帰
る
の
を
待
っ
て
再
会

し
よ
う
」
と
い
う
こ
と
で
散
会
し

た
と
あ
る
。
い
か
に
対
日
関
係
に

お
け
る
李
芸
の
存
在
が
大
き
か
っ

た
か
が
わ
か
る
。
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日
韓
交
流
の
歴
史
⑤

シ

リ

ー

ズ

�

文引の事語を取扱っていた小船越にある梅林寺�
（現在は改築されている）�

り

げ

い

ム
ン
イ
ン

ち

し
つ

※

※知悉：知りつくすこと、細かい点まで知っていること

年
金
相
談
な
ど
の
電
話
番
号
が�

全
国
共
通
に
な
り
ま
す�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て�

�

●
社
会
保
険
事
務
局
の�

　
出
張
相
談
の
お
知
ら
せ�

�

年
金
コ
ー
ナ
ー�

年
金
コ
ー
ナ
ー�
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　７月１６日に鶏鳴小学校で‘野菜を使ったおやつ’をテーマに、親子クッキングを行いました。
学校保健委員会の取り組みの中で、平成１３年度から食改も毎年この時期に参加させていただいて
います。児童・保護者・教職員合わせて７８名の参加があり、楽しい雰囲気の中行われました。お
やつの試食後、夏場ということもあり、清涼飲料水に含まれる砂糖量の展示を見て、飲みすぎには
気をつけようとみんなで確認をしました。�
　試作した‘かぼちゃと豆乳’を使ったおやつを紹介します。今回は、18cm型のホールではなく、
アルミカップに入れて180℃のオーブンで約20分程度竹串が通るまで焼きました。少し早いですが
１２月の冬至に、いつもと違うかぼちゃの食べ方を試してみてはいかがでしょう。�

〔問い合せ先〕 �
対馬市総合福祉保健センター�
TEL 0920-54-2525

ヘルスメイ
トコーナー

�
ヘルスメイ

トコーナー
�

ヘルスメイ
トコーナー

�

（食生活改
善推進員）

（食生活改
善推進員）�（食生活改
善推進員）

（食生活改
善推進員）�

（食生活改
善推進員）�

■ 期　日　10月7日（金）～11月6日（日）�
　 　　　　午前9時～午後5時まで�
　 　　　　※ただし、10月31日（月）は休館日�
■ 会　場　長崎県立対馬歴史民俗資料館�
■ 入館料　無料�
■ 問合せ先　長崎県立対馬歴史民俗資料館�
　 　　　　TEL：0920（52）3687　�

材料（18cm型ホール1個分）�
�
�

　① かぼちゃは、種をとり、皮をむいて約1cmの大きさに切り、�
        竹串がスッと通るまでレンジにかける。（または茹でる）�
　② クリームチーズもレンジにかけやわらかくする。�
　③ ①、②、卵黄、豆乳、ふるった小麦粉をミキサーにかけ、なめ
　　　らかにする。�
　④ 卵白をつのがたつくらいまで泡立て、砂糖を2～3回に分け入�
        れる。�
　⑤ ③に④を加え、生地をきるように混ぜ合わせる。�
　⑥ 18cmのケーキ型にクッキングシートをひき、⑤を流し入れ�
    　 180℃のオーブンで50～60分竹串が通るまで焼き、常温に
　　 なるまで冷ます。（温かいままでも、冷蔵庫で冷たく冷やして
　　 もおいしい）�

作り方�

親子クッキングの様子�

・かぼちゃ　　　　150ｇ�
・クリームチーズ　　150ｇ�
・卵　　　　　　　　3個�

・砂糖　　　　　80ｇ�
・小麦粉　　　　30ｇ�
・豆乳　　　　　1カップ�
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対馬市保健部保険課　0920-58-1118
保険課からのお知らせ� 老人医療のはなし！？

　老人医療費が高くなっています。図１でわかるとおり平成１４年１０月の制度改正（※参照）で受給者数

は減少傾向にありますが、図２のとおり老人医療費の総額は年々増加しております。図３のとおり受給者１

人当たりの医療費も、平成１２年に介護保険の導入により一時的に減少しておりますが、以降は増加してお

ります。ところが県内の他の市町村と比較しますと、対馬市は１人当たりの医療費が約２０万円近く安く、

順位も平成１６年度で５２位と例年低位に位置しています。これは長崎市をはじめその近隣市町村は原爆手

帳により無料で受診される方が多く、このような結果になっているものと思われます。�

�

　図４でわかりますように対馬市は、一日当たりの

医療費が県平均よりも非常に高く、ワースト３位の

結果が出ております。これは離島部に多くみられる

特徴で、医療機関の数、距離等が関係し、病状がか

なり悪くなるまで我慢し、結局いろんな精密検査を

たくさん受けなければならないことになっていると

思われます。また、福岡等に出た折りに、「ついで

に病院にも行っておく」というケースが多いことも

原因の一つにあげられます。�

�

�

　老人医療費は一部負担金と保険者の拠出金及び

国、県、市の負担金でまかなわれています。保険者

の拠出金はつまり対馬市国民健康保険特別会計から

支出されておりこの金額が高くなれば、おのずと

保険税も高くなることになります。�

�

�

　医療費を抑えるためには、「予防と早期治療」が

非常に効果的だと思われます。適度な運動、バラン

スのとれた食生活、十分な睡眠を取るなど病気にか

からない日常生活を送ることが医療費を抑え、ひい

ては家計の助けにもなるのです。健康診査を定期的

に受けることが早期発見につながります。それでも

病気になったときはいくら忙しくても自分の健康を

最優先し、早期治療に努めましょう！�

　これまで７０歳になったら老人保健の適用を
受けていましたが、平成１４年１０月からは７
５歳からの適用となりました。（障害認定につ
いては、６５歳からでかわりません。）また７
０歳になった方は、国民健康保険ではあります
が、老人保健の負担と同一の前期高齢者証が発
行されています。�

対馬市の特徴！�

保険税へ影響する！　�

予防と早期治療が効果的！　�

図1　老人受給者数の推移�
人
数�

年度�

年度�

対馬市�

7,000

6,500

6,000

5,500

5,000
10 11 12 13 14 15 16

図2　対馬市老人総医療費�百
万
円�

対馬市�

5,000

4,000

3,000

2,000

1,000

0
10

6

13 14 15 16

1,100,000

円�

円�

年度�

年度�

図3　1人当たり老人医療費の推移�

図4　一日当たりの診療費�
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対馬市�
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（1）被保険者の全員が、前年度1年間を通じて国民健康保険法（昭和33年法律第192号。以下「法」とい�
　　 う。） 第36条に規定する療養の給付又は法第54条に規定する療養費の支給を受けていないこと。�
（2）国民健康保険税を完納していること。�
（3）表彰年度の7月1日現在において、引き続き本市の国民健康保険の被保険者であること。�

国民健康保険優良世帯表彰のお知らせ（対馬市保険課）�国民健康保険優良世帯表彰のお知らせ（対馬市保険課）�

　対馬市では、合計319件の世帯の世帯主の方に国民健康保険無受診を表彰し、記念品を贈呈いたします。
1年間病気や怪我などをせずに病院等にかからないのは、すばらしいことだと思います。病気の中には、
毎日の生活習慣を変えると直るものや、少しの時間の運動で防げる怪我など、日々の心がけで防げるも
のが多数考えられます。1人1人が健康づくりに充分心がけ、楽しい毎日を過ごしましょう。�

対馬市国民健康保険優良表彰要綱�

平成16年度　国民健康保険健康優良世帯主名簿（敬称略）�

・表彰の対象となる世帯は、次に揚げる条件をすべて満たすものとする。�

厳原支所管内�

阿比留　フユ子�

宮　本　秀　治�

犬　束　　　忠�

市　山　フ　ミ�

上　村　美代子�

中之薗　フ　ク�

土　谷　チ　ヨ�

村　田　立　身�

梅　野　善　明�

原　田　光　枝�

岩　佐　力　生�

松　尾　寿　幸�

中　島　チヨ子�

村　上　勝　春�

堀　井　政　子�

鍵　本　俊一郎�

黒　瀬　知壽子�

勝　本　智　恵�

松　尾　慎太郎�

本　田　節　子�

中　村　　　世�

日　高　　　悟�

鈴　木　寿美代�

堺　　　玉　江�

長　瀬　昭　子�

三　山　　　慶�

梯　　　英　喜�

内　田　松　枝�

阿比留　ナ　ツ�

花　岡　正　昭�

城　田　芳　江�

辛　嶌　　豊�

辻　　　敏　夫�

柴　原　多華代�

嶌　岡　正　和�

土　田　藹　己�

浦　瀬　紀　子�

角　田　昭　人�

戸　江　美　英�

戸　山　友　子�

佐　藤　みや子�

大　寶　喜　見�

中　島　　　晴�

平　山　敏　寛�

矢　野　公　子�

國　友　平　夫�

阿比留　咲　子�

江　口　たつ子�

今　津　千　世�

糸　瀬　眞　也�

小　嶋　孝　子�

西小野　義　弘�

斉　藤　信　人�

川　上　君　代�

大　谷　美千栄�

永　留　　　般�

岩　本　真理子�

松　本　直　美�

扇　　　千惠子�

土　井　義　典�

八　木　久　男�

井　形　益　代�

横　山　　　清�

畦　坪　鈴　美�

高　橋　英　児�

佐々木　伊勢江�

三　山　芳　子�

住　村　幸　義�

倉　成　公　明�

中　野　治　美�

藤　　　知　子�

波多野　拓　真�

本　石　正　輝�

木　村　美千子�

阿比留　友　廣�

小　宮　郁　子�

神　宮　ヒフミ�

倉　澤　智恵美�

内　田　曉　美�

近　藤　義　徳�

財　部　秀　美�

糸　瀬　和　子�

前　谷　ヨシ子�

増　田　徹　也�

阿比留　南　枝�

横　尾　敏　春�

国　分　　　豊�

山　本　イヨ子�

糸　　　日奈代�

小　島　幸　三�

小　島　祐　子�

小　麦　幸　雄�

杉　本　千惠子�

西　山　美智子�

扇　　　照　光�

大　庭　　　忠�

中　村　武　喜�

二　宮　昌　子�

二　宮　年　行�

梅　野　久　代�

畑　島　恒　之�

平　間　誠　二�

木　下　　　勉�

井手上　　　義�

黒　岩　　　了�

小　島　　　司�

江　口　洋　輝�

大　石　繁　春�

梅　野　忠　信�

梶　田　味　木�

富　村　忠　治�

富　村　満　貴�

平　野　幸　一�

太　田　　　広�

桐　谷　　　繕�

倉　成　ク　ニ�

竹　岡　政　江�

日　　　正　二�

　　松　武　人�

西　山　キヨコ�

橘　　　珍　宏�

井　田　昭　子�

木　屋　繁　義�

三　山　幹　生�

　　村　松　壽�

仲　里　妙　子�

鳥　羽　喜美枝�

神　宮　好　松�

大　田　キクヱ�

満　島　義　信�

堀　井　祐　司�

藤　　　邦　義�

小計　１３２件�

美津島支所管内 �

北　村　哲　也 �

時　津　正　士 �

藤　島　　　忠 �

村　井　達　男 �

梅　野　武　一 �

廣　瀬　京　子 �

藤　　　信　雄 �

神　宮　斉　之 �

武　井　義　和 �

國　分　孝　幸 �

吉　嶺　久美子 �

井　　　満　江 �

阿比留　正　明 �

小　島　留　和 �

瀧　川　利　徳 �

宮　本　貞　子 �

井　田　美　嗣 �

吉　原　　　忍 �

宇　山　ヨシヱ �

福　田　耕　治 �

鶴　　　良　雄 �

渡　辺　信　義 �

西　山　眞　一 �

荒　木　三　喜 �

松　村　惠美子 �

高　尾　　　武 �

井　　　和　彦 �

永　留　　　緑 �

亀　井　　　敦 �

山　口　昭　子 �

井　上　正　行 �

早　田　　　徹 �

志　岐　カツヨ �

俵　　　豊　實 �

山　元　秀　美 �

阿比留　博　喜 �

犬　束　　　清 �

赤　瀬　正　尚 �

廣　川　仁　志 �

加　藤　絵　美 �

對　尾　立　美 �

鳥　羽　政　男 �

豊　田　八重子 �

橘　　　萬　作 �

藤　　　正　明�

早　田　　　智 �

平　山　京　子 �

鶴　岡　友　美 �

西　倉　亜由子 �

黒　岩　光　枝 �

荒　川　克　江 �

黒　岩　多季治 �

山　下　順　子 �

瀬　川　精　一 �

小　田　テルコ �

山　崎　初　枝 �

坂　本　百合子 �

平　山　ワカヱ �

川　崎　辰日出 �

平　田　兼　一 �

前　川　佐久美 �

小　田　嘉　之 �

春　田　勇　禅 �

吉　村　ナツ子 �

浦　瀬　征　守 �

浦　瀬　茂　春 �

浦　瀬　武　明 �

黒　岩　清　子 �

斉　藤　淳　子 �

石　田　龍　雄 �

石　田　正　志 �

権　藤　光　男 �

小計　　７２件�

豊玉支所管内  

小　川　政　志    �

阿比留　和　紀�

沖　中　哲　美�

奥　田　仲　治�

次　川　喜久男�

中　井　義　 �

原　田　博　治�

古　藤　律　藏�

築　城　慶　雄 �

村　井　君　子�

平　井　豊　輝�

弘　中　弘　次�

阿比留　信　久�

川　上　　　容�

阿比留　勝　彦�

坂　元　三　男�

糸　瀬　光　男�

阿比留　親　志�

山　坂　幸　則�

糸　瀬　公　雄�

松　田　知　子�

小　川　武　久�

齊　藤　正　則�

藤　川　新　一�

春　野　　　博�

小計　 　2５件�

峰 支 所 管 内 �

扇　　　和　之 �

齊　　　正　人 �

梅　野　義　一 �

永　留　哲　也 �

松　村　繁　實 �

樋　口　玲　子 �

國　分　宗　樹 �

原　　　好　夫 �

渕　上　清　春 �

平　間　啓　文 �

串　　　桃　江 �

小　島　末　男 �

島　居　利　博 �

八　坂　千惠子 �

安　木　清　次 �

扇　　　達　也 �

島　居　　　勇 �

武　田　茂　明 �

島　居　　　巖 �

阿比留　　　徹 �

小計 　　２0件�

上県支所管内�

阿比留　只　安 �

清　水　義　彦 �

塩　津　久　人 �

小　田　福　藏 �

島　居　豊　二 �

山　川　寿　彦 �

小　宮　亀　夫 �

飯　田　シズエ�

飯　田　幸　生�

武　田　康　彦�

乙　成　榮　子�

小　宮　理　義�

米　田　綾　子�

小　柳　倭　子�

財　部　金　枝�

原　谷　三　治�

重　田　信　夫�

中　村　満　直�

上　川　礼　子�

小　宮　　　章�

糸　瀬　トシ子�

木　村　ツ　子�

阿比留　虎　夫�

阿比留　鶴　江�

扇　　　謙　治�

樽　谷　米　子�

荒　木　義　春�

土　肥　洋　一�

阿比留　タメ子�

中　村　紀　美�

糸　瀬　　　守�

倉　成　重　光�

阿比留　佳世子�

須　川　　　篤�

春日亀　ツ　ナ�

小計　　３５件�

上対馬支所管内�

大　浦　政　保�

梅　野　清　史�

扇　　　久　世�

本　堀　智　宏�

武　末　俊　紀�

村　上　史　郎�

畑　島　弘　也�

菅　野　倶　吉�

修　行　久　榮�

修　行　栄　子�

小　田　勝　實�

春　田　清　典�

本　山　末　野�

修　行　丈　夫�

犬　束　隆　次�

庄　司　君　代�

中　野　哲　生�

菅　野　郁　子�

犬　束　竹　子�

北　吉　勝　己�

園　田　善　幸�

太　田　慶　子�

糸　瀬　時　雄�

森　川　敬　子�

米　田　比出夫�

相　庭　伯　江�

原　田　花　枝�

原　田　哲　男�

永　野　藤　雄�

平　間　慶　見�

金　丸　金　義�

品　川　嘉　永�

庄　司　正　夫�

松　田　久　繼�

木　下　勝　好�

小計　　３５件   �※名簿登載者で留守等で記念品を受領されてない世帯については、お住まい��
　の各支所健康福祉課国保係へお問い合わせ下さい。�ただし、受け取り期間は平成１７年１２月２０日までとなります。�
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　８月中旬、京都府の琴引浜に外国のものと思われる、薬びんや針のついた
注射器などが大量に流れ着きました。薬びんのふたの多くには漢字が記され
ており、中には血液が入ったままの注射器も見られました。�
　その後、日本海側の海岸で次々と医療系廃棄物の漂着が確認されています。�
長崎県において、壱岐、松浦、五島などの海岸で注射器等が発見され、対馬
市でも厳原、美津島、豊玉、上県の西海岸、美津島、上対馬の東海岸でわず
かな量ではありますが、注射器や薬びんが漂着しています。�
　針のついた使用済注射器を誤って踏んだりすると大変危険です。伝染病の
恐れもあり注意しなければいけません。�
　これらの医療系廃棄物を見つけられた場合は、市役所廃棄物対策課又は各
支所住民生活課にお知らせください。�

▲美津島町赤島の海岸で�
　回収した注射器�
�

開 催 日 �

危険!! 海岸の注射器に注意!!

廃 棄 物 対 策 課 コ ー ナ ー �

危険!! 海岸の注射器に注意!!危険!! 海岸の注射器に注意!!

　財団法人労災情報センター（RIC）では、厚生労働省の依託を�
受けて労災保険制度全般の相談を受け付けています。�
お気軽にご相談下さい。�

11月18日（金）�

11月21日（月）�

11月22日（火）�

11月24日（木）�

13：30～15：30�

13：30～15：30�

10：00～12：00�

13：30～15：30

開催時間� 会場�

美津島文化会館　３階大会議室�

豊玉文化会館　２階大会議室�

上対馬総合センター　２階会議室�

対馬ビジターセンター　ホール�

■問合せ先　厳原税務署 0920‐52‐0645�
■留意事項　●関係書類は事前に送付します。当日会場に持参下さい。�
　　　　　　●いずれの会場に出席されても差し支えありません。�
�

��

　
■
日
　
　
時
　
11
月
１
日（
火
）�

　
　
　
　
　
　
　
10
時
〜
16
時�

　
■
場
　
　
所
　
厳
原
地
区
公
民
館�

　
　
　
　
　
　
　
第
１
会
議
室�

　
■
相

談

員
　
松
前
正
雄�

　
■
問
合
せ
先�

　
　
対
馬
市
総
務
課
（
担
当
　
高
司
）�

　
　
℡
５
３
‐
６
１
１
１�

　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
４
１
７
）�

　
　
交
通
事
故
巡
回
相
談
の

　
　
交
通
事
故
巡
回
相
談
の�

　
　
お
知
ら
せ

　
　
お
知
ら
せ�

　
　
交
通
事
故
巡
回
相
談
の

　
　
交
通
事
故
巡
回
相
談
の�

　
　
お
知
ら
せ

　
　
お
知
ら
せ�

　
　
交
通
事
故
巡
回
相
談
の�

　
　
お
知
ら
せ�

相談無料・秘密厳守�

（財）労災保険情報センター  長崎事務所�
〒850-0045　長崎市宝町５番５号 平田ビル４階�

TEL：０９５‐８４５‐７８３５�
FAX：０９５‐８４５‐７８４５�

フリーダイヤル：０１２０‐８４８‐８４７�

　行政相談とは、毎日のくらしの中で、国や県、市など行政全般についての苦情や要望を受け、みなさん�
の声を行政の改善に役立てる制度です。�
　相談は無料で秘密は堅く守られますので、お気軽にご相談ください。�

　※相談所開設日以外でも相談を受け付けています。�
　　詳しくは対馬市総務課（53‐6111）または各支所総務課までおたずね下さい。�

日　　　　　程�

10月17日（月）10：00～15：00�

10月22日（土）９：30～15：00�

10月23日（日）10：00～15：00

上対馬総合センター�

美津島文化会館�

厳原地区公民館�

会　　　場� 担 当 行 政 相 談 員 �

上野初穂　TEL 0920‐87‐0268�

横尾　満　TEL 0920‐54‐2319�

樺島悦三　TEL 0920‐52‐1888�

�

≪一日相談所開設のお知らせ≫�

TEL 0920-53-6111
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　長崎県警察では、良好な治安を維持し現場の執行力の強化を図るためには、組織の合理化により集中�
的で効率的な運用が必要であるとして、警察署および交番・駐在所の統合整理について検討しています。�
≪対馬市管内関係≫（平成18年４月１日付け）�

◆対馬南警察署�
　○美津島交番の駐在所化�
　○小綱駐在所と水崎駐在所の統合�
　○署所在地と小浦駐在所の統合による交番化�
　（平成20年４月厳原町市街地に交番の移設を検討）�

◆対馬北警察署�
　○上対馬交番の駐在所化�
　○署所在地を佐護駐在所に統合�
　○鹿見駐在所を峰駐在所に統合�
　○一重駐在所を琴駐在所に統合�

　『無料点検に来ました』といって家に上がり込み、�
必要のない家の修繕やシロアリ駆除などを口実に、�
強引に契約させる、悪質な訪問販売による被害が問�
題となっています。他人事ではありません。�
今度はあなたがねらわれるかも！！�

警 察 署 か ら の お 知 ら せ �●対馬南警察署52‐0110、対馬北警察署84‐2110
★交番･駐在所等の統合整理検討（案）について�

★10月は被害者支援推進強化月間です!!
　一人でお悩みではありませんか。犯罪による被害のご相談を受けています。�
　ご家族や友人が困っているときにも気軽に安心してご相談下さい。�

※対馬南警察署、対馬北警察署でも受け付けています。�
●ご存知ですか「犯罪被害者給付制度」�
　　犯罪行為により不慮の死亡、重症病または重大な被害を受けても、公的救済や加害者からの�
　損害賠償も得られない被害者や遺族の方に、国が犯罪被害者等給付金を支給して、被害者等の�
　精神的、経済的打撃の緩和を図るものです。�
●長崎被害者支援センターについて�
　　個人、団体からの寄付金や補助金で運営されている民間被害者援助組織です。組織内には精�
　神科医、弁護士などの専門家が被害者の支援を行っています。詳しくは最寄りの警察署にお問�
　い合わせ下さい。�

女性被害110番�

暴力団（暴力追放テレホン）�

少年の悩み（ヤングテレホン）�

0120‐783814�

095‐822‐0007�

0120‐786714

悪質商法110番�

警察総合相談室�

095‐822‐5100�

095‐823‐9110

■被害相談窓口�

★こんどはあなたがねらわれる？！�

★交番･駐在所等の統合整理検討（案）について�

★10月は被害者支援推進強化月間です!!

★こんどはあなたがねらわれる？！�

被害にあわないために�
　●無料点検といわれても、うのみにしない�
　●契約は、一人でしない、すぐにはしない、まずは、だれかに相談を！！�
　●契約をしてしまったからとあきらめないで！！�
　　必要でなかったらクーリング・オフで契約を解除できます。�

※訪問販売などの場合、契約した日から８日以内であれば、無条件で契約の解除ができます。�
　これをクーリング・オフといいます。�

市町村の相談窓口やお近くの警察署�
長崎県消費生活センター………………�
長崎市消費者センター…………………�
佐世保市消費生活センター……………�
長 崎 県 住 宅 課………………………�
（財）長崎県住宅・建築総合センター…�

※さらに、県民の安全・安心を確保し、あらゆる事件・事故に対して迅速に対応するため、パトカー�
　勤務員の体制強化も検討しています。�

�
095‐824‐0999�
095‐829‐1234�
0956‐22‐2591�
095‐822‐5178�
095‐825‐6944
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先�

　
　
土
地
の
所
在
す
る
市
町
村�

�

■
問
合
せ
先�

　
●
対
馬
市
政
策
部
政
策
企
画
課�

　
●
各
支
所
総
務
課
総
務
班�

　
●
長
崎
県
土
地
対
策
室�

　
℡
０
９
５
‐
８
２
５
‐
４
９
５
５�
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土
地
取
引
の
届
け
出

　
　
土
地
取
引
の
届
け
出�

　
　
に
つ
い
て

　
　
に
つ
い
て�

平成17年10月１日から�
長崎県最低賃金は�

608円�
詳しくは�
長崎労働局労働基準部賃金室�
TEL　095‐846‐6348�
�

　県内でも建設業の雇用改善のため、「雇用改善で、建設の未来を�
築こう」をスローガンに各種行事を行います。�

この制度は、建設現場で働く方々のために、国が作った退職金制度です。�

　
　
土
地
取
引
の
届
け
出

　
　
土
地
取
引
の
届
け
出�

　
　
に
つ
い
て

　
　
に
つ
い
て�

　
　
土
地
取
引
の
届
け
出�

　
　
に
つ
い
て�

　※ 相談の時間はいずれも午後１時～午後４時までです。�
　※ 相談を希望される方は、必ず事前に予約をお願いします。�

日　　程� 会　　　　　場� 申　　　　込　　　　先�

２日（水）�

９日（水）�

16日（水）�

17日（木）�

24日（木）�

30日（水）�

豊玉町福祉センター相談室�

対馬市総合福祉保健センター�

厳原地区公民館２Ｆ第１研修室�

上対馬町地域福祉センター�

上県町地域福祉センター�

峰町保健福祉センター�

【対馬市社協　豊 玉 支 所】　℡ 0920‐58‐0364�

【対馬市社協　美津島支所】　℡ 0920‐54‐2429�

【対馬市社協　厳 原 支 所】　℡ 0920‐52‐1169�

【対馬市社協　上対馬支所】　℡ 0920‐86‐3841�

【対馬市社協　上 県 支 所】　℡ 0920‐84‐2168�

【対馬市社協　峰　支　所】　℡ 0920‐83‐0294

■問合せ先　　対馬市社会福祉協議会　地域福祉班　　℡ 0920‐58‐1432

時間額�
建設雇用改善推進大会�
　■日　時　　平成17年11月29日（火）　13：30～16：00�
　■場　所　　ウェルシティ長崎（長崎市茂里町）�
　■内　容　　建説雇用改善優良事業所表彰、記念講演他�
�

　ホームページ「ようこそ建退共へ」では、退職金の�
試算、パンフレット請求など、建退共の情報が記載さ�
れています。�
　アドレス　http://www.kentaikyou.taisyokukin.go.jp�
�

■特長　◎国の制度なので安全、確実、申込�
　　　　　手続きは簡単です。�
　　　　◎事業所の経営事項審査で加点評価�
　　　　　の対象になります。�
　　　　◎掛金の一部を国が助成します。�
　　　　◎掛金は事業主負担ですが、法人は�
　　　　　損金、個人では必要経費として扱�
　　　　　われ、税法上全額が非課税になり�
　　　　　ます。�
　　　　◎事業主が変わっても退職金は企業�
　　　　　間を通算して計算します。�

● 加入できる事業主　建設業を営む方�

● 対象となる労働者　建設業の現場で働く人�

● 掛　　　　　　金　日額310円�

■問い合わせ先�
　建退共長崎県支部　TEL095‐826‐2285�
　建退共福岡県支部　TEL092‐477‐6734



��

　
11
月
15
日
か
ら
翌
年
の
２
月
15

日
ま
で
狩
猟
が
解
禁
に
な
り
ま
す
。

狩
猟
期
間
中
は
次
の
点
に
留
意
し

て
く
だ
さ
い
。�

◆
山
歩
き
や
ハ
イ
キ
ン
グ
に
出
か

　
け
る
と
き
は
、
目
的
地
や
行
程

　
が
狩
猟
の
場
所
で
な
い
か
確
認

　
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。�

◆
山
歩
き
や
山
林
・
田
畑
で
作
業

　
す
る
と
き
は
、
な
る
べ
く
目
立

　
つ
服
装
や
、
ラ
ジ
オ
な
ど
で
自

　
分
の
存
在
を
周
囲
に
知
ら
せ
る

　
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

　
登
山
道
な
ど
か
ら
外
れ
た
り
、

　
や
ぶ
の
中
に
入
ら
な
い
で
く
だ

　
さ
い
。
単
独
行
動
も
避
け
て
く

　
だ
さ
い
。�

◆
狩
猟
に
伴
う
危
険
な
行
為
と
思

　
わ
れ
る
行
為
や
事
故
を
見
聞
き

　
し
た
と
き
は
、
近
く
の
警
察
に

　
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。�

�

■
狩
猟
関
係
問
合
せ
先�

●
県
自
然
保
護
課�

　
長
崎
市
江
戸
町
２
‐
13�

　
℡
０
９
５
‐
８
９
５
‐
２
３
８
４�

●
対
馬
地
方
局
　
総
務
課�

　
対
馬
市
厳
原
町
宮
谷
２
２
４�

　
℡
０
９
２
０
‐
５
２
‐
１
３
１
１�

　
（
※
狩
猟
の
行
わ
れ
る
場
所
の

　
お
問
合
せ
も
ど
う
ぞ
）�

��

■
募
集
作
品�

「
私
に
勇
気
と
自
信
を
持
た
せ
て

く
れ
た
父
親
の
あ
の
一
言
」
を
テ

ー
マ
に
60
字
以
内
の
「
こ
と
ば
」

と
そ
の
時
の
状
況
を
４
０
０
字
以

内
で
記
入
す
る
。�

■
応
募
資
格
　
制
限
無
し�

■
応
募
数�

　
お
一
人
何
点
で
も
応
募
可�

■
応
募
締
切�

　
平
成
17
年
10
月
31
日（
月
）必
着�

■
応
募
方
法�

　
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
任
意
）
、

学
校
名
を
記
入
の
上
、
次
の
ど
ち

ら
か
の
方
法
で
応
募
す
る
。�

①
郵
便
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル

　
に
よ
り
直
接
応
募
す
る
。�

②
学
校
、
団
体
、
公
民
館
等
で
ま

　
と
め
て
応
募
す
る
。�

�

■
応
募
・
問
合
せ
先�

　
豊
岡
市
教
育
委
員
会
但
東
分
室�

　
東
井
義
雄
賞�

　
　
「
い
の
ち
の
言
葉
」
募
集
係�

　
〒
６
６
８
‐
０
３
９
３�

　
兵
庫
県
豊
岡
市
但
東
町
出
合
１
５
０�

　
℡
０
７
９
６
‐
５
４
‐
１
０
２
０�

　
℻
０
７
９
６
‐
５
４
‐
１
０
２
５�

　kin
en
kan
@
to
ikin
en
kan
.jp
�

　http://w
w
w
.to
ikinenkan.jp
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●BS２　衛星第二�
　午前10：30～午後６：00放送予定�
●BShi　デジタル衛星ハイビジョン�
　午後４：30～午後６：00放送予定�

　長崎県ならではの魅力的な文化・風物を「歴史」「人」�
「自然・風景」という３つの切り口から全国に伝える。�

■ 開 催 日�

�

■ 場　　所�

■ 主　　催�

■ 内　　容�

■ 募集人数�

■ 問合せ先�

■ 参 加 費�

■ 準 備 品�

平成17年11月６日（日）10：00～15：00（受付　９：45～）�

（予備日11月20日（日））�

対馬市峰町木坂　海神神社（神社奥駐車場集合）�

ツシマヤマネコ応援団�

海神神社鎮守の森見学・ポット苗づくり　ほか�

30名�

対馬野生生物保護センター　TEL 0920‐84‐5577�

200円（保険料・材料費）�

お弁当・軍手（あれば移植ゴテ）�

　
　
長
崎
県
展
移
動
展
の
お
知
ら
せ

　
　
長
崎
県
展
移
動
展
の
お
知
ら
せ�

　
　
狩
猟
解
禁
の
お
知
ら
せ

　
　
狩
猟
解
禁
の
お
知
ら
せ�

　
　
　
　「
い
の
ち
の
言
葉
」

「
い
の
ち
の
言
葉
」�

　
　
作
品
募
集

　
　
作
品
募
集�

　
　
長
崎
県
展
移
動
展
の
お
知
ら
せ

　
　
長
崎
県
展
移
動
展
の
お
知
ら
せ�

　
　
狩
猟
解
禁
の
お
知
ら
せ

　
　
狩
猟
解
禁
の
お
知
ら
せ�

　
　
　
　「
い
の
ち
の
言
葉
」

「
い
の
ち
の
言
葉
」�

　
　
作
品
募
集

　
　
作
品
募
集�

　
　
長
崎
県
展
移
動
展
の
お
知
ら
せ�

　
　
狩
猟
解
禁
の
お
知
ら
せ�

　
　「
い
の
ち
の
言
葉
」�

　
　
作
品
募
集�

��

　
●
11
月
３
日（
木
）〜
６
日（
日
）
　
10
時
〜
17
時�

　
　
上
対
馬
総
合
セ
ン
タ
ー�

　
●
11
月
10
日（
木
）〜
13
日（
日
）
　
10
時
〜
17
時�

　
　
美
津
島
文
化
会
館�

�

　
■
問
合
せ
先
　
対
馬
市
中
央
公
民
館�

　
　
℡
０
９
２
０
‐
８
６
‐
３
０
５
２�

「市民参加の森づくりイベント2005」�「市民参加の森づくりイベント2005」�「市民参加の森づくりイベント2005」�

私の・好きな・長崎県�私の・好きな・長崎県�私の・好きな・長崎県�
平成17年11月６日（日）�

＜内容＞�

新発見！ “和・華・蘭 国” 長崎�
わ� か� らん�

東京スタジオ�
司　　会：石澤典夫アナウンサー�
応援アナ：青木希久子アナウンサー（名古屋局）�
ゲ ス ト：美輪明宏（タレント）�
　　　　　岡部まり（エッセイスト）�
　　　　　市川森一（脚本家）�
�

＊放送内容は都合で変更になる場合があります。�
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診療時間　９：00～16：00（急患のみ）�

日　程� 診　療　所　名� 医 師 名�

（
住
所
）　（
氏
　
　
名
）（
年
齢
）

鰐
　
浦
　
竹
内
　
幸
夫
　
51
歳

小
　
鹿
　
扇
　
タ
ミ
子
　
63
歳

樫
　
滝
　
阿
比
留
素
直
　
86
歳

仁
田
ノ
内
　
島
本
　
一
寛
　
57
歳

恵
　
古
　
内
山
　
延
男
　
94
歳

田
ノ
浜
　
米
田
　
ナ
ル
　
96
歳

志
多
賀
　
長
野
　
茂
喜
　
47
歳

佐
　
賀
　
藪
田
政
太
郎
　
80
歳

志
多
賀
　
井
上
　
春
雄
　
82
歳

佐
　
賀
　
早
田
　
セ
ン
　
87
歳

　
櫛
　
　
春
田
　
文
也
　
44
歳

　
櫛
　
　
春
田
サ
ト
コ
　
71
歳

　
曽
　
　
原
田
　
若
代
　
84
歳

千
尋
藻
　
原
田
　
篤
男
　
63
歳

小
　
綱
　
安
野
　
庫
子
　
79
歳

嵯
　
峨
　
藤
川
　
一
雄
　
81
歳

鴨
居
瀬
住
吉

　
末
永
　
ア
イ
　
85
歳

加
　
志
　
花
屋
　
瀧
幸
　
57
歳

吹
　
崎
　
阿
比
留
麻
子
　
77
歳

小
船
越
　
永
瀬
　
シ
カ
　
92
歳

小
船
越
　
松
井
　
　
米
　
92
歳

　
知
　
永
田
ヨ
ソ
ノ
　
100
歳

上
の
町
第
２

　
河
本
　
初
實
　
92
歳

上
　
槻
　
熊
本
　
熊
治
　
83
歳

　
曲
　
　
梅
野
　
チ
カ
　
89
歳

久
田
道
　
新
藤
　
文
麿
　
67
歳

西
　
里
　
内
山
　
君
代
　
56
歳

今
屋
敷
　
市
山
　
正
美
　
65
歳

西
　
里
　
土
井
福
太
郎
　
78
歳

西
　
里
　
平
山
　
勝
子
　
62
歳

小
　
浦
　
小
島
　
ヲ
ト
　
87
歳

国
　
分
　
白
田
　
和
男
　
76
歳

浅
　
藻
　
加
藤
　
輝
男
　
78
歳

久
田
道
　
阿
比
留
　
修
　
75
歳

豆
酘
瀬
　
椿
　
　
フ
ナ
　
87
歳

久
根
浜
　
豊
後
　
辰
枝
　
76
歳

豆
酘
瀬
　
平
山
　
民
子
　
57
歳

樫
　
根
　
一
宮
タ
マ
エ
　
66
歳

下
　
原
　
齋
藤
ユ
ク
エ
　
91
歳

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
届
出
の

際
戸
籍
窓
口
で
承
諾
の
あ
っ
た

方
の
み
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

11月３日�

６日�

13日�

20日�

23日�

27日�

佐 須 奈 診 療 所 �

仁 田 診 療 所 �

三 根 診 療 所 �

畑 島 医 院 �

佐 賀 診 療 所 �

吉 田 内 科 医 院 �

（佐須奈）�

（仁田）�

（三根）�

（ 知）�

（佐賀）�

（厳原）�

豊 田 信 寛 �

吉 田 一 郎 �

塩 見 秀 明 �

畑 島 　 陽 �

武 林 幸 子 �

吉 田 茂 幸 �

（
敬
称
略
）�

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す�

●日曜・休日救急医療在宅当番医●�

お
く
や
み
の
コ
ー
ナ
ー�

（
８
月
21
日
〜
９
月
20
日
受
付
分
）�

交通事故情報� 平成17年９月30日現在�

区　　分� 対馬南署管内�

本　年�

昨年比�

本　年�

昨年比�

本　年�

昨年比�

発生件数�

死 者 数�

負傷者数�

62�
-4�
0�
-2�
76�
-15

対馬北署管内�

8�
-6�
1�
0�
8�

-11

対馬市全体�

70�
-10�
1�
-2�
84�
-26

安全運転で、事故のない対馬市を目指しましょう!!

広報つしま９月号表紙の「全国大会４�
位～南陽小自転車クラブ～」中で記載�
誤りがありました。�
関係の皆さまにお詫び申し上げ次のと�
おり訂正いたします。�
�
【誤】太田愛美さん⇒【正】太田愛海さん�

お 詫 び と 訂 正 �

おおたまなみ� おおたまなみ�

　乳幼児が病気やケガで病院にかかったときの助成制度について、より子育てがしやすい環境づくりの�
ため、10月から対象となる乳幼児の範囲を拡大します。�

乳幼児医療費の助成対象を拡大します�乳幼児医療費の助成対象を拡大します�乳幼児医療費の助成対象を拡大します�

福 祉 事 務 所 か ら の お 知 ら せ �

お住まいの各支所健康福祉課福祉班または対馬市福祉事務所福祉課（℡0920‐58‐2294）�
までお問い合わせください。�
�

　■助成の対象�
　　≪現　行≫　●入院…６歳未満　　●通院…３歳未満�
　　　　　　　　　※それぞれ、誕生日の前日の属する月の末日まで�
　　≪改　正≫　入院、通院とも「小学校就学前」まで�
　　　　　　　　　※10月１日より前に受診した医療費の助成については従来どおりです。�
　　　　　　　　　※満６歳になった以後の最初の３月31日までが対象です。�
　■助成の内容�
　　　１医療機関あたり、１日800円（１ヶ月の上限額1,600円）までは保護者の負担となりますが、�
　　それを超えた金額は全額助成されます。�
　　※医療保険が適用されないもの（例：歯の矯正）は対象外です。�
　　※保護者の所得による助成の制限などはありません。�
　■申請の方法�
　　　助成を受けるためには書類での申請が必要です。医療機関が発行する証明書か、領収書を添えて、�
　　お住まいの各支所健康福祉課福祉班または対馬市福祉事務所福祉課に申請して下さい。�

問合せ先問合せ先�問合せ先�
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毎週（水）午後�
第２・４（火）�

長崎県離島医療圏組合�

電 話　0920‐52‐1910

長崎県離島医療圏組合�

電 話　0920‐54‐2024

診 療 科 目 � 診　　療　　日� 受付時間� 診療時間�

第２（火）�

毎週（水）�

第４（月）�

�

第２（金）�

第２（金）�

第１・３（水）�

毎週（水）�

第１（月）�

毎週（金）午後�

第１（火）�

８�

２・９・16・30�

28�

�

11�

11�

２・16�

２・９・16・30�

７�

４・11・18・25�

１�

8:30̃15:00�

8:30̃15:00�

8:30̃11:00�

�

8：30̃11：00�

8:30̃15:00�

8:30̃15:00�

8:30̃11:00�

8:30̃15:00�

8:30̃11:00�

8:30̃11:00

13:00̃17:00まで�

13:00̃17:00まで�

9:00̃12:00まで�

�

9:00̃17:00まで�

13:00̃17:00まで�

13:00̃17:00まで�

  9:00̃12:00まで�

14:00̃17:00まで�

９:00̃12:00まで�

９:00̃15:30まで�

☆…予約制となります。�
�
★…内科医の紹介により診療予約
　　となります。�
�
◎特別診療のうち、長崎大学、国
　立病院長崎医療センター応援に
　つきましては、空路欠航等によ
　り診療を中止する事があります
　ので、事前に確認下さいますよ
　うお願いします。�

皮膚科…毎週月曜日から金曜日診療�
　　　　ただし、11/９（水）休診�
�
眼　科…毎週月曜日から金曜日診療�
　　　　ただし11/24（木）、11/25（金）休診�
�
内科、外科、小児科、整形外科�
　　　…月曜日から金曜日まで毎日診療�
�
※１☆印の診療科（内科）よりの予約患者様
　　のみの診療を行っております。�
　２空路欠航の場合は他の医師が代診致し
　　ます。�
　３予防接種について、薬の常備がない場
　　合もありますので、電話等でお問い合
　　わせください。�
　４透析診療については、月曜日～土曜日
　　まで午前中に診療しますので、お問い
　　合わせください。�
　５予約制で事業所健診・社会保険生活習
　　慣病予防検診も行っています。�

毎週（火）�

毎週（水）�

第１（金）�

第３（金）�

第２（木）�

第４（木）�

第３（月）�

�

毎週（木）�

�

第2・第4（火）�

�

第２（火）�

予約にて受付けています。�

1・8・15・22・29�

2・9・16・30

４・18�

�

10・24�

�

21�

�

10・17・24�

�

８・22�

�

８�

8：30～11：00

予約のみ�

�

予約のみ�

�

13：30～�

�

9：00～�

�

8：30～11：00

13：00～（紹介状制）�

14：00～（紹介状制）�

8：30～11：00�

8：30～10：00

☆�

�

☆�

予 防 接 種 �

�

補 聴 器 外 来 �

�

内 視 鏡 �

耳 鼻 咽 喉 科 �

�

泌 尿 器 科 �

�

神 経 内 科 �

�

循 環 器 科 �

�

言語療法・摂食嚥下訓練�

（福 岡 大 学 病 院）�

�

（長 崎 大 学 病 院）�

�

（対馬いづはら病院）�

�

（長崎医療センター）�

�

（対馬いづはら病院）�

診 療 科 目 � 診　　療　　日� 受　付　時　間�

毎年の「健康テレホンサービス」放送原稿を収載した、�
小冊子『健康一口メモ』を販売中です。�
�●第９～10集：１冊300円　　●第12～18集：１冊400円�

お知らせ�

11月テレホンテーマ�
無症候性脳梗塞�

頸椎後縦靱帯骨化症�

　　　　 インフルエンザワクチンの効果と副反応�

嚥下障害�

神経を抜いた歯なのに痛くなるのはなぜ？�

セックスがつらい�

月�

火�

水�

木�

金�

土・日�

子どもの救急�
シリーズ その⑩

【長　崎】（０９５）８２６‐５５１１�
【佐世保】（０９５６）２３‐４３００�
＊祝祭日は前日のテープが流れます。�
＊朝９時から翌朝９時までの24時間、同じ内容のテープが３分間�
　流れます。�
＊曜日毎にテーマが決められ（日替りメニュー）、月毎にかわります。�
＊内容は専門の医師・歯科医師がつくります。�

長崎県保険医協会�
〒850‐0056　長崎市恵美須町2‐3‐2F�
TEL 095‐825‐3829／FAX 095‐825‐3893�
URL http://www.vidro.gr.jp  Eメール nagasaki-hok@doc-net.or.jp

健康テレホンサービス�健康テレホンサービス�
24時間電話で健康をお届けします�

☆�

☆�

☆�

☆�

�

�

★�

血 液 内 科 �

神 経 内 科 �

呼 吸 器 外 来 �

循 環 器 科 �

リ ウ マ チ 科 �

脳 神 経 外 科 �

皮 膚 科 �

糖 尿 病 外 来 �

不 妊 症 外 来 �

放 射 線 科 �

思 春 期 外 来 �

（長崎医療センター）�

（森　　　正　孝）�

（梶　野　　　洋）�

（守　崎　勝　悟）�

（長崎医療センター）�

（長崎医療センター）�

（中 対 馬 病 院）�

（川　上　眞寿弘）�

（松　口　一　道）�

（久保田　　　元）�

（本　田　啓　二）�

13:00̃17:00まで�
  9:00̃12:00まで�

毎週（水）午後�
第２・４（火）�

２・９・16・30�
８・22

8:30̃15:00�
8:30̃11:00



■この用紙は地球環境保護のため再生紙を利用しています。
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　８月27日、美津島総合公園（対馬グリーンパーク）芝
生広場で、音楽を通じて日韓交流を目指す「対馬ちんぐ
音楽祭２００５」が開催されました。
　今年は、10年目という節目の年を迎え、会場には、約
１５００人の観客が集まり、日本から出演した小室等さ
んはじめ、矢野真紀、唄人羽、南佳孝、韓国のホットポ
テト、カンサネの公演を楽しみました。
　ステージの最後に、音楽祭で生まれた「チングソング」
を、出演したアーティスト全員が合唱すると、会場につ
めかけた観衆から、日韓のアーティストへ大きな拍手が
送られました。

　９月18日、豊玉総合公園前仁位川河口を発着点に「対馬シーカヤックマラソン大会」が開催され、東
京、福岡のほか、韓国からの４名を含めた54名（39艇）が参加して、シングルとタンデム（ペア）のフ
ル30㎞、ハーフ15㎞が行われました。
　この大会は、対馬の自然を活かした体験型の観光を目指す取り組みのひとつとして開催されたもので、
浅茅湾のコースは波も穏やかで、リアス式海岸のすば
らしい景観を楽しむこともでき、選手の皆さんにとて
も好評でした。
【成績】（１位のみ掲載、敬称略）
▽シングル・フル＝笹川佳範（男・埼玉県）２時間29

分53秒▽シングル･ハーフ＝重久浩一（男・福岡県）１
時間53分15秒▽タンデム・フル＝緒方潤（男・福岡県）
松澤宏則（男・福岡県）２時間46分57秒▽タンデム・
ハーフ＝金英賢（女・韓国）沈英愛（女・韓国）１時
間43分40秒

公設法律事務所が開設されました�
�

公設法律事務所が開設されました�
�

音楽の交流も今年で10回目 ～対馬ちんぐ音楽祭2005～

お お で　な つ み

シ ム ヨ ン ヘキムヨンヒョン

　９月５日、日本弁護士連合会の弁護士過疎地対策基金（通称「ひまわり基金」）
の資金援助で、「対馬ひまわり基金法律事務所」が開設されました。
　この法律事務所で活動するのは、離島の公設事務所では全国初になる女性弁
護士の大出夏海さん。対馬に弁護士が常駐するのは17年ぶりです。
　開所式の記者会見で大出さんは「法的に困っている方を手助けして、対馬の
皆さんに弁護士が身近にいてよかったと言われるように努力したい」と抱負を
語りました。
　また公設事務所開設に伴い、平成12年４月から福岡や長崎の弁護士が対馬に３日間滞在して法律相談
などを行っていた「対馬弁護士センター」は、９月から毎週１回に縮小され、「対馬法律相談センター」

（毎週火曜日10時～17時、場所＝対馬市商工会厳原
支所、予約＝℡092-738-8801）として新たにスタ
ートしました。
　対馬ひまわり基金法律事務所　
　対馬市厳原町今屋敷778　NTT厳原ビル１階
　℡0920-52-9229

　《開所時間》毎週月～金（祭日除く）
　９時30分～17時30分
　※ご利用の方は、電話での予約をお願いします。

大出夏海弁護士

海の上をスイスイ！自然と一体感 ～シーカヤックマラソン大会�
�

音楽の交流も今年で10回目 ～対馬ちんぐ音楽祭2005～

海の上をスイスイ！自然と一体感 ～シーカヤックマラソン大会�
�


